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　高校生・大学生を対象にぬまわーく（合同企業説
明会）を９月１４日（水）イオンモール旭川駅前で
開催しました。
　今回、初の試みとして町外で開催し、町内６つの
事業所が参加されたほか、ハローワークの職業相談
や、移住相談ブースを設置しました。
　学生たちは、事業所のブースに座り、仕事の内容
や職場の雰囲気など、気になる質問しながら、事業
所の説明を熱心に聞いていました。

ぬまわーく in イオンモール旭川駅前
沼田町で働こう！９

14

身体障害者福祉協会創立６０周年記念式典
　身体に障害を持った方で組織されている沼田町身
体障害者福祉協会（山木一男会長）の６０周年記念
式典が、９月１１日（日）ほろしん温泉ほたる館で
開催されました。
　式典で山木会長は「今までこの会を築き上げてく
れた方々に感謝申し上げたい。これからも協会が長
く続くよう尽力していきます。」と６０年を振り返
り挨拶し、その後の祝賀会では、町内各サークルの
発表などで楽しいひと時を過ごしました。

９
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小学４年生メロン収穫体験
待ちに待った

　沼田小学校（中川浩之校長）の４年生を対象とし
たメロン収穫体験が９月１４日（水）行われました。
　この収穫体験は農業女性グループ「農天気の会」

（藤村富士子代表）が、子どもたちに農業の良さを
知ってもらい、食べ物の作られる過程を学んでもら
うために毎年実施しています。
　今回は６月に定植、８月に皿敷を行い大きく育っ
たメロンを丁寧に収穫し、収穫後は、グループに分
かれ、収穫したてのメロンと追熟したメロンの食べ
比べや、メロンシャーベットを作り、子どもたちは

「すごく甘くておいしい！」「追熟するともっと甘くなるんだ！」など美味しいメロンを堪能してい
ました。

９

14
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秋の交通安全運動街頭啓発出動式
町民の安心安全のために

　夜高パトロール隊（石田隆広総隊長）が、秋の交
通安全運動街頭啓発の出動式を９月１６日（金）沼
田小学校駐車場で行いました。
　橋田賢吾隊長（市内１南）は「稲刈りやシルバー
ウィークなどで交通量が多くなります。事故がない
よう見守りましょう。」と挨拶されました。
　その後、隊員たちはそれぞれの車に乗り込みパト
ロールに出発しました。

９
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　新型コロナウイルス感染症の影響で延期となって
いた沼田中学校（里舘幹彦校長）文化祭が、９月
１７日（土）に開催されました。
　体育館には、壁新聞などが掲示され、演劇発表や
合唱発表、「夜高あんどん祭りを調査する」をテー
マにステージ発表が行われ、祭りの歴史や、各あん
どん連の作成工程やＬＥＤ化についてなどそれぞれ
調査した結果を発表しました。
　閉会式で、里舘校長は「文化祭の準備している姿
を見て、物事にひたむきに取り組む姿勢は沼中の宝
です。これからも大切にしていってください。」と
ねぎらい、多田悠朔生徒会長は「あっという間の文化祭でした。皆さんのいろいろな一面を見るこ
とができ、たくさんの思い出ができたと思います。」と挨拶されました。

中学校文化祭
たくさんの思い出を９
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　酪農学園大学の学生たちが、沼田小学校（中川浩
之校長）の５年生を対象に環境教育としてエゾシカ
や有害駆除に関する特別授業を行いました。
　授業では、原寸大に近いシカのパネルで大きさを
見てもらった後、実際にシカ角や毛皮を手に取り、
夏毛と冬毛の違いなどを感じていました。児童は、

「意外と触り心地が良い！」となかなか触ることが
できない毛皮に興味深々でした。
　また最後には、シカが引き起こす食害などによる
問題を沼田町ではどのような対策を取り、成果があ
るのかなどが話されました。

小学５年生環境教育事業
エゾシカの生態を知る９

21
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　沼田小学校（中川浩之校長）５年生が、９月２２
日（木）稲刈り・はさがけ体験を行いました。
　５月に自分たちで田植えをした苗が大きく育ち、
この日を待ち望んでいた児童たちは、初めて使う鎌
に苦戦しながらも、少しずつ丁寧に稲を刈り取り、

「腰が痛くなったけど楽しかったです。また機会が
あればやってみたい。」と稲刈りを楽しんでいまし
た。

ついに収穫９

22 小学５年生稲刈り体験

　ラジオ体操の普及奨励に寄与した功績が表彰され
るラジオ体操優良団体等表彰で、植田秀雄さん（市
内３）が空知地区表彰を受けました。
　植田さんは、青少年の体操指導に携わりながら、
昭和５７年よりラジオ体操の指導を続けてきまし
た。
　毎年５月から１０月まで行っている「おはようラ
ジオ体操」では、ほぼ毎日５０名ほどの参加者の前
に立ち指導され、町民、特に高齢者の健康増進に多
大な貢献をしたこととして表彰されました。
　植田さんは、「続けることが大事だと思います。
これからも体が動く限りラジオ体操を続けていきた
い。」と話されました。

健康増進に貢献９

27ラジオ体操優良団体等表彰

沼田町観光バスツアー
仲間と最高の思い出を

　令和 3 年１１月に行われた子ども議会で「沼田町
の観光地に行ったことがない場所がたくさんある」
という質問があり、今回、観光地を沼田中学校（里
舘幹彦校長）の生徒に楽しく学んでもらうため、沼
田町観光協会が主催し、沼田町観光バスツアーが中
学３年生を対象に１０月１日（土）開催されました。
　今回参加した清野瑛斗君、齋藤陸穏君、菅岡慧君

（引率：飛谷学先生）は、本願寺駅逓や中村旅館な
ど町内の観光地を巡りながら、宝箱に繋がる謎を解
き明かしていきました。
　最後は、ほろしんの森で焚火を囲みながらマシュマロやソーセージなどを食べ、今回の旅の思い
出を語り合っていました。参加した清野くんは、「行ったことがなかった場所にも行けて楽しかっ
たです。」と大満足の様子でした。

10

１



07    2022.10 NUMATA

まちレポ
Town Topics

おはようラジオ体操閉会式
毎朝約４０名の方が集まりました

　沼田ラジオ体操会（篠原暁会長）、教育委員会が
主催する「おはようラジオ体操会」の閉会式が１０
月２日（日）役場前広場で行われました。
　今年は、5 月 1 日（日）～１０月２日（日）まで
の１４０日間（雨天は中止）行われ、延べ 5,521
名の皆様にご参加いただきました。
　閉会式で、篠原会長は「ラジオ体操を通して、皆
さんと顔を合わせる機会が無くなるのは寂しく思い
ますが、また来春、再会できることを楽しみにして
います。」と挨拶されました。

10

２

　秋晴れが広がる１０月２日（日）、明日萌・ほた
るの里ウォーキングが開催されました。
　出発地点の役場前には子どもから大人まで約
１００名が集まり、１０キロ、６キロ、３キロのコー
スに分かれてウォーキングを楽しみました。
　開会式で横山町長は、「ウォーキングで日頃の疲
れやコロナ禍で溜まったストレスなど、すっきりし
て明日を迎えてください。」と挨拶されました。
　コースの途中には、沼田ライオンズクラブによる
給水所などが設けられ、参加者は休憩を取りつつ、
沼田の田園風景を楽しみながらゴールを目指しまし
た。

明日萌・ほたるの里ウォーキング
歩いて健康増進10

2

　９月１５日（木）の定例議会において、教育長に吉田
憲司氏が再任され、横山町長が「引き続き、教育環境向
上のためよろしくお願いします」と任命書を交付しまし
た。吉田教育長は、「様々な教育問題がありますが、教
育環境向上に向けて邁進していきます。」と力強く挨拶
されました。
　任期は、１０月５日から３年間です。

教育長に吉田憲司氏が再任されました。
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沼中野球部大活躍！！

　北空知５町（沼田町、秩父別町、妹背牛町、北竜町、
雨竜町）の中学校合同野球部が９月２３日～２５日に開
催された全道大会に出場しました。
　全国大会への出場権２枠をかけて毎試合白熱した試合
が繰り広げられましたが、ここで勝てば全国大会出場が
決定する３回戦でＴ・ＴＢＣ（札幌市）にあと一歩力及
ばず４－８で負けてしまいました。
　今回の敗戦を活かしてこの冬に力を蓄え、次こそは全
国大会に出場できるよう頑張っていきます。

中学校野球部全道大会出場！

　北空知の中学校野球部員で編成される北空知選抜に
選出されている中学３年生の菅岡慧君、多田悠朔君、
横山広稀君の３名が、３つの全道大会の結果報告に役
場を訪れました。
　７月、８月に行われた全道大会では、見事優勝し、
全道の頂点に輝きました。９月２４日（土）～２５日（日）
に行われた大会では、惜しくも準決勝で敗れてしまい
ましたが、優勝チームに延長戦で敗れる緊迫した試合
でした。
　横山町長は、「全道優勝という経験を今後の野球人生
に活かしてください。ぜひ、プロ野球選手を目指して
頑張ってください。」と選手たちを労いました。

7/23 ～ 7/31　第４６回中学生軟式野球大会　夏季大会　　優勝
8/11 ～ 8/15　第４２回全道中学校軟式野球大会　　　　　優勝
9/24 ～ 9/25　第３回北海道中学軟式野球選抜北海道大会　準決勝敗退

北空知選抜、全道大会で優勝！

　この度、沼田町では交通安全指導車に電気自動車を
導入しました。
　昨年９月に「ゼロカーボンシティ宣言」をした沼田
町にとって、排気ガス 0 の EV 車は脱炭素社会の実現
に向けた重要な取り組みと考えています。
　交通安全指導車を従来のガソリン自動車から EV 車
へ転換したことにより、年間１０００ℓのガソリンを
節約し、環境に配慮した運航が可能となりました。

ゼロカーボンシティへの取組
排気ガスゼロの EV 車を導入しました。

※ＥＶ車・・・Electric Vehicle の略で電気をエネルギー源として、電動機（電気モーター）
　　　　　 で走行する自動車


